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★生まれてきてくれて、ありがとう。

富岡第二小学校「親学講座」（裾野市）

（会場）裾野市立富岡第二小学校
とみおか

（講師）山中 なほみさん（人づくり推進員）
すいしんいん

統合という大きな変化を前に、こどもだけでなく大人も期待と

不安が隣り合わせの時期を迎えています。山中さんは、そんな時こ
とな むか

そ「家庭での個に応じた対応」が重要であると語られました。
こ おう

例えば、失敗したときに「何で？」と頭ごなしに否定するのでは

なく、「どうしたらできるかな？」と親子で解決策を探る「対話」
かいけつさく さぐ た い わ

を大切にすることです。現状を否定せず言葉のキャッチボールを

重ねることで、こどもは失敗から学ぶ力と自分を表現する力を身
かさ

に付け、それが新しい環境での確かな自信へとつながります。
かんきょう

親子の対話が育む揺るぎない絆の大切さを、山中さんは優し
はぐく ゆ きずな やさ

い語り口で会場の保護者の皆さんへ届けました。
かたり

秋晴れの空に、こどもたちの澄んだ歌声と演奏が響き渡った音楽発表会。富岡第二小学校は、令和９年
す ひび わた とみおか

度、富岡第一小学校との統合という大きな節目を迎えます。今回は、音楽発表会の後に行われた「親学講
とみおか ふ し め むか

座」で、人づくり推進員 山中なほみさんが、保護者へ子育ての温かなアドバイスを送りました。
すいしんいん あたた

◇不安を自信に変える「家庭での個に応じた対応」
こ

こどもの心の根っこを作るのは「愛されている実感」です。

何かが起きたとき「ありがとう」という言葉に置き換えて考えてみる。その「感謝の循環」がこども
か じゅんかん

の心を作ります。また、「生まれてきてくれてありがとう」という“原

点”の気持ちを常に持ち続けて欲しいとお話しされました。
つね

講座の最後には、日本茶アドバイザーの資格を持つ山中さんから、

「ぐり茶の冷茶」が振る舞われました。美味しいお茶を囲んで笑顔が
ふ ま お い かこ

広がる光景は、まさに山中さんが
こうけい

大切にされている「感謝の循環」
じゅんかん

そのものであり、会場は最後まで

温かな雰囲気に包まれました。
あたた ふ ん い き つつ

◆地域の取組紹介

山中さん手作りの「見出しカード」

◇こどもの自立への歩みを支える「愛されている実感」
あゆ ささ
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